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マチルダ効果と女性数学者
一19世 紀末から20世紀中葉の英米女性数学者に関する予備研究

三 浦 伸 夫

は じめ に

従 来,数 学 史 書 に お いて 登 場 す る女 性 は次 の7人 が 定 番 で あ った 。 ヒュパ

テ ィア,マ リア ・ア ニ ェ ー ジ,エ ミ リ ・デ ュ ・シ ャ ト レ,ソ フ ィ ー ・ジ ェル

マ ン,メ ア リー ・サ マ ー ヴ ィル,ソ フ ィヤ ・コ ワ レ フ スカ ヤ,エ ミー ・ネー

タ ー。 そ れ 以 上 で もそ れ以 下 で もな か った とい え る ほ どに この 「7っ 星 」 で

あ っ た。 そ こで は,多 か れ 少 な か れ い か に女 性 数 学 者 が社 会 的 に また学 界 で

困難 な状 況 に あ っ たか が 記述 され,こ の 「プ レアデ ス」 た ちの生 涯 を紹 介 し,

これ ら障 害 を 克 服 し研 究 を 続 け た彼 女 らを顕 彰 す る こ とに主 眼 が 置 か れ て い

た と い って よ いで あ ろ う。 伝 統 的 に最 もよ く読 ま れ た女 性 数 学 者 に 関 して書

か れ た 書 物(と い って もこれ ひ とつ しか なか った が)で あ る,オ ー セ ン 『数

学 史 の な か の女 性 た ち』 が これ を 代 表 す る'。 と こ ろが 近 年,現 場 の女 性 数

学 者 の グル ー プ が 団 体 を 設 立 し,男 性 数 学 者 と同 様 の社 会 的認 知 を求 め て,

また 女 性 が もっ共 通 の 問 題 を克 服 す る た あ に 活 動 を 開始 し2,そ の た め に も

歴 史 を振 り返 る こ と に関心 を 寄 せ る よ う に な った。 こ う して,か な り多 くの

女 性 数 学 者 が歴 史 上 存 在 した こ とが 明 らか に され っっ あ る。 しか しそ こに見

られ る視 点 は,依 然 と して,先 の7人 に対 す る場 合 と 同 じで あ り,顕 彰 の段

階 に と ど ま っ て い る3。 す な わ ち,「 が 最 初 の女 性 学 位 授 与 者 で あ る」,

「 が 全米 で 初 の 女 性 会 長 で あ る」,「 が 最 初 の 女 性 教 授 で あ る」 と4。

しか もそ こで は個 々 の数 学 者 の 伝 記 が 紹 介 され て い る にす ぎず,し たが って

記 述 は個 別 的 で あ り,女 性 数学 者 全 体 を 通 じて 歴 史 的 に何 が 問 題 と され な け

れ ば な らな い の か が 明確 に は示 され て い ない 。 本 稿 で は,そ れ ら近 年 の 調 査

に全 面 的 に基 づ きな が ら も5,さ らに 彼 女 らが 抱 え る問 題 の トピ ッ クを い く

っか 挙 げ て分 類 し,そ れ らに か か わ った 女性 数 学 者 を横 断 的 に例 示 し,さ ら
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に彼女 らに共通するものは何かを抽出す ることを 目指す6。 それはいまだ

「数学における女性」という研究段階ではあるが,今 後の 「数学におけるジェ

ンダー1と いう視座を提供するために,最 後に暫定的結論を提示 しておく7。

こ こで 記 述 上 の 注 意 を2点 だ け指 摘 して お こ う。 まず 女性 の 名 前 の 表記 で

あ る。 女 性 の 場 合,多 くは結 婚 で 姓 が変 わ るの で,そ れ を どの よ う に扱 うか

と い う問題 で あ る。 こ こで は,氏 名(ミ ドル ネ ー ムは省 く)に 結 婚 後 に加 わ っ

た男 性 の姓 を末 尾 に加 え る こ とに す る。 した が って 数学 者 ジ ョ ン ・シ ング の

娘 で もあ る キ ャス リー ン ・シ ング は化 学 者 ハ ー バ ー ト ・モ ラ ヴ ィ エ ッツ と結

婚 した ので,キ ャス リー ン ・シ ン グ ・モ ラ ヴ ィ エ ッツ と記 す こ と にす る。 夫

の死 別 後再 婚 した場 合 は,ア ンナ ・ジ ョ ンス ン ・ペ ル ・ホ イ ー ラー のよ うに,

最 初 の夫 の姓 ペ ル と,次 の夫 の姓 ホ イ ー ラ ーを っ けて 記 して お く。 離 婚 した

場 合 は括 弧 で そ れ を示 す 。 ま た,移 民 な どの場 合 は,改 名 す る場 合 や(ア イ

ダ ・ロ ウ ズの 元 の名 前 は,ハ ダ サ ・イ ッ コ ヴ ィ ッ チ),も と の言 語 で の 呼 び

方 をす る場 合 もあ るが(ジ ョ ン ・フ ォ ン ・ノイ マ ンを ハ ンガ リー語 で マル ギ ッ

タイ ・ノ イ マ ン ・ヤ ー ノ シ ュ ・ラ ヨ シ ュ),こ こで は と にか く後 年 に 活 躍 し

た そ の土 地 で の呼 び方 を優 先 した。

ま た 何 を も って数 学 者 と定 義 す る の か と い う問 題 もあ る。 こ こで は19-20

世 紀 の英 米 の女 性 数 学 者 を主 題 とす るの で,数 学 の 訓 練 を専 門 的 に受 け そ れ

が制 度 的 に認 め られ た とい う意 味 で,博 士 号 学 位 の授 与 者 あ る い は授 与 資 格

者 を一 応 の 目安 と した。 た だ し初期 にお いて は女 性 には学 位 が与 え られ な か っ

た の で,例 外 は数 多 く存 在 す る。

1.女 子 力 レッジと数 学

教育はその後の人生の選択 に重要な契機を与える。女性に学者や研究者が

いなかったことの第一は女性 に学問的教育の機会が限定されていたことに尽

きる。数学の場合 も同様である。すなわち女性は女性だか らこそますます数

学の学習と研究の機会を奪われたのである。これを称 して 「マチルダ効果」
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とい う。 『聖 書 』 の 「マ タイ伝 」13章 に あ る,「 そ れ誰 にて も,持 て る人 は与

え られ て い よ い よ豊 か にな らん 。 しか れ ど も持 た ぬ人 は,そ の持 て る物 を も

取 ら るべ し」 の前 半 部 分 は,マ ー トンに よ って 「マ タ イ効 果 」 と して広 く認

め られ て きた。 無 視 され て きた この 後 半 部 分 か らロ シ ターが 編 み 出 した用 語

が 「マチ ル ダ効 果 」 で あ る8。 こ う して 社 会 的 に機 会 を 「持 た ぬ」 女 性 数 学

者 は 「マ チ ル ダ効 果 」 と して記 述 で き る こ と に な る ので あ る。 と ころで 数 学

は他 の科 学 と異 な り,そ こで は と りた て て実 験 設 備 が 必 要 で はな か ったの で,

時 間 と筆 記 用 具 さ え あ れ ば 誰 で も数 学 を研 究 す る こ と は で きた9。 しか し近

代 解 析 学 が生 ま れ,数 学 が物 理 学 や 天文 学 な どの 自然 科 学 と結 びっ き,し か

も高 度 な計 算 と推 論 とが必 要 に な る と,学 習 は高 等 教 育 す なわ ち大 学 に頼 ら

ねば な らな くな る。 こう して女 性 を排 除 した この大 学 こそが 女性 か ら科学(学

問)を 奪 った元 凶 なの で あ る と も言 え るの で は なか ろ うか 。 こ こで は19世 紀 末

の英米 に お いて女 性 が進 む ことの で きた最 高 の教 育 機 関 で あ る女 子 カ レッ ジを

取 り上 げ,そ こにお ける女 性 と数 学 に関 す る 「マ チル ダ効 果 」 を 見て お こ う。

ア メ リカで は ウ ェ ル ズ リー ・カ レ ッジで最 初 に女 性 向 の 数 学 コー スが 開 講

され た。 卒 業 生 の 一 人 ウ ィ ニ フ リ ド ・エ ドガ ー トン ・メ リル(1862-1951)

は コ ロ ン ビア大 学 に進 み!886年 そ こで学 位 を 得 るが,彼 女 が と もか く も 「ア

メ リカで 最 初 の女 性 数 学 学 位 授 与 者 」 で あ る。 しか も当 局 は最 初 女 性 に授 与

す る こと を拒 否 した の で,彼 女 は審 査 委 員 に 個 別 に面 談 し,了 解 を得 た の ち

授 与 され たの で あ った。 彼 女 の 肖像 画 は今 日 コ ロ ン ビア大 学 哲 学 ホ ール に あ

るが,そ こに は 「彼 女 は扉 を開 い た」 とい う銘 文 が っ け られ て い る。 卒 業 後

は幸 運 に もウ ェ ル ズ リー ・カ レ ッ ジ数 学 教 授 職 が 与 え られ る こと にな った が,

結 婚 を間 近 に控 え,よ くあ る よ うに そ れ を 自主 的 に辞 退 して しま っ た。 しか

し人 生 の 後 半 に は学 校 を設 立 し,教 育 家 と して活 躍 す る こ と に な る。 ウ ェル

ズ リー ・カ レ ッ ジは そ の後 も多 くの学 生 を育 て,な か で も1916年 か ら1932年

まで 数 学 科 長 で あ った ヘ レ ン ・メ リル は女 性 数 学 研 究 者養 成 に多 大 な 貢 献 を

した こ とで 知 られ て い る。 ペ ン シル ヴ ァニ ア の ブ リンマ ー ・カ レ ッジ は数 学

科 を設 立 し,英 国 か ら シ ャー ロ ッ ト ・ス コ ッ ト(1858-1931)を 数 学 科 長 と
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して招 聰 し,ア メ リカで も有 数 の 学 究 的 女 性 カ レ ッ ジと な った。 そ の後1933

年 に ドイ ッか らエ ミー ・ネ ー タ ー(1882-1935)を 教 授 に 迎 え た の も こ の カ

レ ッジで あ る。 ネー タ ー は ア メ リカ に着 いて18ヵ 月 後 に早 く も病 死 す るが,

ア メ リカ数 学 の み な らず 女性 数 学 者 に も多 大 な影 響 を与 え た。 ヴ ァサ ー ・カ

レ ッジ も多 くの 女子 学 生 を の ち に大 学 に送 り込 む。

19世 紀 は女性 の 世 紀 と な るで あ ろ うと言 われ て き た に もか か わ らず,世 紀

末 に お い て さ え い ま だ 英 国 で は 女 性 に は高 等 数 学 の 道 は 開 か れ て い な か っ

だ0。 女 子 教 育 の反 対 者 の 一 人 に ル イ ス ・キ ャ ロル こ と チ ャー ル ズ ・ ドジス

ン(1832-98)が い る。 オ ック ス フ ォ ー ド大 学 ク ライ ス ト ・チ ャ ーチ の数 学

講 師 で あ った彼 は,女 子 学 生 が 数 学 を学 ぶ と健 康 を害 す る と して,女 性 の高

等 数 学 研 究 を認 あ な か った"。 と こ ろで ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 の コ レ ッ ジの な か

で は ガ ー トンと ニ ュ ー ナ ムだ けが 女 子 学 生 を受 け入 れ た に す ぎな い。 しか も

彼 女 た ちが 大学 の 講 義 を 受 け る に は,講 師 の許 可 と女 性 学 監 の付 き添 い とが

必 要 で あ った と い う。

こ こで,英 米 の 有 名 女 子 カ レ ッ ジ出身 の女 性 数 学 者 の例 を い くっ か挙 げ て

お こ う。 括 弧 内 は カ レ ッ ジの 創 設 年 で あ る。

ア メ リ カ の カ レ ッ ジ

ヴ ァ サ ー(1861)ク リ ス テ ィ ン ・ラ ド ・フ ラ ン ク リ ン,グ レ イ ス ・ホ パ ー

ハ ン タ ー(1870)ミ ー ナ ・ リ ー ス

ウ ェ ル ズ リ ー(1870)ウ ィ ニ フ リ ド ・エ ドガ ー ト ン 。メ リ ル

ス ミス

ブ リ ンマ ー

英 国 の コ レッ ジ

ガ ー トン

ニ ュ ー ナ ム

(1871)ポ ー リ ン ・ス ペ リ ー,イ ー ヴ リ ン ・グ ラ ン ヴ ィ ル(・ コ リ

ン ズ)

(1885)オ ル ガ ・タ ウ ス キ ー ・ ト ド

(1869)シ ャ ー ロ ッ ト ・ス コ ッ ト,グ レ イ ス ・チ ザ ム ・ヤ ン グ

(1871)フ ィ リ ッパ ・フ ォ ー セ ッ ト
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多 くの女性数学者はこうして,有 名女子 カレッジを卒業 し,そ の後大学で

数学を本格的に研究するのである。あるいはそうでな くとも,幼 少か ら教育

熱心な両親に育てあげられ,有 名校に進み,そ の能力を遺憾なく発揮 したの

である。当のカレッジやそこでの指導者が学生の能力を最大限引き出すこと

に成功 したのはいうまで もない。 これには例外 はあまりな く,男 性の場合と

大いに異なることである。男性の場合は,貧 しく十分な教育も受けられずに

いた者が,そ の後機会を得て研究者の道を進むことも少なくはない12。これ

はすべてを投げ打ってそれに賭けるという冒険に挑戦できる機会が女性に社

会的に限 られ,ま たその欲望が女性には少ないからであろうか13。

ト ラ イ パ ス

2.数 学 優 等 試 験 と 女 性

女 性 は幼少 よ り数 学 教 育 の 機 会 に恵 まれ なか った に もか か わ らず,し ば し

ば 驚 くべ き数 学 の 能 力 を 発 揮 した 。 それ が 客 観 的 に判 定 で き るの が さ ま ざ ま

な試 験 で あ ろ う。 以 下 で は,ケ ンブ リ ッジ の数 学 優 等 試 験 の例 を あ げ,彼 女

らが 当 時 ど の よ うに そ こで 評 価 され たか を み て お こ う14。 こ こで も 「マ チ ル

ダ効 果」 が顔 を 出 して い る。

劇 作 家 バ ー ナ ー ド ・シ ョー は,『 ウ ォ ー レ ン婦 人 の 職 業 」 で,ウ ォ ー レ ン
ラングラ　

婦人の22歳 になる娘 ヴィヴィに,数 学優等試験の優等者第3位 の男子学生 と

同じ点数を取 ったとき次の言葉を言わせている。

50ポ ン ドの た め に した の で す 。 ニ ュ ーナ ム に い ら っ し ゃる私 の先 生 の

レイ サ ム夫 人 が,母 に言 わ れ ま した の,も し私 が 熱 心 にや れ ば,数 学

優 等試 験 に立派 に及 第 で きる って。 丁 度 そ の とき,フ ィ リッパ ・サ マ ー

ズが優 等 の首席 に な った の で,新 聞 で 大評 判 で した。 覚 え て い らっ しゃ

る で し ょ う。 そ れ で,私 が そ れ と同 じこ とを しな けれ ば,母 が ど う し

て もい け な い とい うん で す わ。 私 は,先 生 に な るっ も りは な いの だ か

ら,何 も そん な辛 い勉 強 を した って仕 方 が な い と,き っぱ り言 った ん

で す けれ ど も,50ポ ン ドに な る の な ら,第4等 か そ こ い らな らや って
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み る と言 い ま した の。 母 は,そ れ で承 知 しま した わ,ち ょ っ とは,ぶ

っ ぶ つ 言 って い ま した け れ ど。 で,私 は,約 束 よ り は う ま くい き ま し

た の。 で も,あ の額 で は,も う二 度 とや る気 は あ り ませ ん わ。2千 ポ

ン ドが ま あ適 当 と い うと ころ で した ろ うに15。

そ の後 さ らに,優 等 試 験 にっ い て次 の よ うに述 べ て い る。

数 学 優 等 試 験 て ど ん な もの だ か ご存 じな い の?一 日 に6時 間 か ら8時

間,数 学 を ご し ご しや るん で す よ,数 学 の ほか に は何 も しな いの で 。

私 は,科 学 の こ とは い く らか 知 って い る と思 わ れ て い るん で す け ど,

そ の 中 の数 学 以 外 は何 も知 らな い ん で す わ 。 そ り ゃ,技 術 家 や,電 気

技 師や,保 険会 社 な その ため に計算 す る こと はで き ます け ど,技 術 や,

電 気 や,保 険 の こ と は ほ とん ど何 に も知 り ませ ん わ 。 算 術 だ って よ く

は知 らな い ん で す の よ。 数 学 と,ロ ー ン ・テ ニ ス と,食 べ る こ と と,

眠 る こ と と,自 転車 に乗 る こ と,散 歩 す る こ と を除 い た ら,優 等 試 験

な ん か受 けた こ と もな い どん な女 よ りも,も っとず っ と無 智 な野 蛮 人

な ん で す わ16。

こ う して,ヴ ィ ヴ ィは受 験 数 学 を 無 駄 とみ な し,他 方 で 「ロマ ンス も美 も」

必 要 とせ ず,た だ ひた す ら保 険 会 社 の計 算 な ど して働 く こと に生 きが い を見

出 す の で あ った17。

と ころで この フ ィ リッパ ・サ マ ー ズ には モ デ ルが い た。 フ ィ リ ッパ ・フ ォー

セ ッ ト(1868-1948)で あ る。 グ ラ ッ ドス トー ン内閣 の郵 政 大 臣 で あ る父 親

と,婦 人 参 政 権 運 動 で 活 躍 した母 親 の間 に生 ま れ た彼 女 は,ホ ッケ ー好 きの

目立 たぬ 女 子 学 生 で あ っ た。 奨 学 金 を得 て ニ ュ ー ナ ム ・コ レ ッ ジに進 み,そ
シニア コラングラ　

こで 日 に6時 間 数 学 の 勉 学 に励 み,つ い に1890年 に数 学 優 等 試 験 の最 優 等 者

で あ る男 子学 生 ジ ョ フ リー ・ベ ンネ ッ トの 点 数 を13パ ー セ ン ト(300点)越

え た成 績 を 出 したの で あ る18。英 国 で は伝 統 的 に女 子 学 生 は数 学 優 等 試 験 の
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受 験 が 認 め られ て い なか った。 た とえ例 外 的 に認 め られ た と して も,席 次 や

成 績 は公 式 に は無 視 さ れて き た。 ま た女 子 学 生 は別 室 で受 験 せ ね ば な らず,

しか も問 題 用 紙 が1時 間 遅 れ て 配 られ る こ と もあ っ た と い う。1874年 か ら

1881年 まで に21名 の女 子 学 生 が 受 験 し,そ の うち4名 が 優 秀 な成 績 を 収 め た。

と こ ろが1880年 に あ る事 件 が 起 こ った。 シ ャー ロ ッ ト ・ス コ ッ トが第8位 の

成績 を取 った に もか か わ らず,授 賞 式 にそ の名 前 が 呼 ばれ ず,参 加 者 が 「ガ ー

トンの ス コ ッ ト」 と彼 女 の名 前 を歓 呼 した こ とで あ る。 そ れ以 降,女 子 学 生

へ の 受 験 と学 位 授 与 の運 動 が 社 会 的 に起 こ り,1万 人 以 上 の署 名 が集 ま り,

こ して ケ ンブ リ ッジ大 学 の ニ ュ ー ナ ム ・コ レ ッ ジ とガ ー トン ・コ レ ッ ジの 女

子 学 生 は数 学 優 等 試 験 を受 験 す る資 格 を得 たの で あ る。 この 事 件 は,「 ミル

そ の 他 の 理 論 的 フ ェ ミニ ズ ムか ら,教 育 的 ・政 治 的 で あ る実 際 的 な現 在 の高

み に移 った」 転 換 期 で あ る と され て い る19。 しか し,賞 状 は男 子 学 生 と は別

の もので あ った。 しか も女 性 に は学 位 はま だ認 あ られ なか った。 と ころで フ ィ

リ ッパ ・フ ォ ー セ ッ トは,そ の後 ニ ュ ー ナ ム ・コ レ ッ ジで講 師 に着 任 し,液

体 中 の螺 旋物 体 の 運 動 に関 す る1篇 の長 い論 文 を書 い た。 しか しそ の後 な ぜ

か 数 学 研 究 の 意 欲 を うせ て しま う。 南 ア フ リカ の ヨハ ネ ス ブル クで教 職 に着

いた り,さ らに ロ ン ドンに戻 っ て高 等 教 育 の事 務 官 と して働 い た り した。 決

して 大 学 で の 専 門 的 数 学 研 究 者 に は なれ なか った の で あ る。 こ う して1948年

にな くな るが,そ れ は ケ ンブ リ ッ ジ大 学 で女 子 学 生 に初 め て学 位 が 出 さ れ た

1ヵ 月 後 の こ とで あ っ た。

こ こで 男 子 学 生 が こ の快 挙 ど う捉 えて い た か を み て お こ う。 ス コ ッ トの場

合 と同 じよ うに,フ ォー セ ッ トの場 合 も,評 議会 館 で その名 前 が ル ー ス ・ボ ー

ル2。(1850-1925)に よ って 読 み上 げ られ る前 に一 瞬 沈 黙 が 起 こ った が,名 前

が 呼 ば れ た後 は,皆 が フ ォ ー セ ッ トの方 を振 り向 き,直 ち に歓 声 が起 こ り,

彼 女 は拍 手 喝 采 を 浴 び た。 それ は そ の後 に読 み上 げ られ た 男子 学 生 の名 前 が

聞 こ え な い く ら いで あ った と い う。 しか も皆 が,「 フ ィ リッパ の 名 前 を も う

一 度 」 と唱 え た と い う21
。 す な わ ち 女 子 学 生 の数 学 最 優 等 者 は快 挙 と して大

い に歓 迎 され たの で あ る。 ただ し大 学 の管 理 者 は そ うで は な か った よ うで あ
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る。 こ う して女 子 学 生 の数 学 能 力 は も はや 男子 学生 に劣 らな い こ とが 公 に証

明 さ れ た の で あ る。 実 際,後 述 す る グ レイ ス ・チ ザ ム ・ヤ ング(1868-1944)

は1892年 に ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 の 数 学 優 等 試 験 の第 一 部 門 で 優 等 者 に な っ た

後22,オ ッ クス フ ォ ー ド大 学 に 移 り,そ こで も数 学 の 最 終 試 験 で 第 一 位 と い

う とてっ もな い快 挙 を な し とげ て い る23。

3.女 性 を 援 助 し た 数 学 者 た ち

女 性 が 数学 研 究 を継 続 す るに は社 会 的 に も制 度 的 に も多 大 な障 害 が あ った。

「マ チ ル ダ効 果 」 そ の もの で あ っ た。 しか も そ の多 くは 男 性 側 か ら発 した も

の で あ る。 しか しなが らなか に は女 性 数 学 者 を さ ま ざ まな 形 で 支 援 した男 性

数 学 者 も少 なか らず い た。 彼 らが どの よ うに彼 女 らを 支 援 したか を見 て お こ

う。

英 国 で は1870年 ま で男 性 に だ け法 律 で教 育 が 要 求 され て い た。 しか し1880

年 に な る と11歳 以 下 の子 供 に は皆 教 育 の義 務 が 課 せ られ る よ う に な っ た。 し

か しなが らそ こに は多 くの 例 外 が あ った。 グ レイ ス ・チ ザ ム ・ヤ ングの 場 合,

幼 少 の ころか ら頭 痛 と悪 夢 に悩 ま され,学 校 に 通 う こ とが 免 除 され た 。 した

が って 自宅 で 家 庭 教 師 にっ い て学 ぶ こ とに な った。 幼 時 か ら暗 算 が 好 き な少

女 で あ った グ レイ ス は,17歳 で ケ ン ブ リッ ジ大 学 入 学試 験 に合 格 す るが,女

性 で あ る と い う理 由 で入 学 許 可 は下 りな か った。 当 初 は医 学 を 学 ぶ こ とを 夢

見 て い た のだ が,21歳 で ガ ー トン ・コ レ ッ ジに 入学 す る と,そ こで 数 学 に 目

覚 め る。 修 了 後 に大 学 に進 学 を希 望 した が,そ こで は女 子 学 生 に は奨 学 金 は

与 え られ ず,英 国 で は さ らに続 け て学 業 を続 け る こ と は困 難 で あ った 。 オ ッ

ク ス ブ リ ッ ジは第 一 次 大 戦 が 終 わ るま で女 性 に は学 位 を 出 さず,し た が って

学 位 な しで学 生 を卒 業 させ た ので あ る24。 したが っ て,学 位 の た め に は女 性

は大 陸 に出 か け な け れ ば な らな か った。 ち ょ う どそ の こ ろ数 学 研 究 の メ ッカ

で あ った ゲ ッチ ンゲ ン大 学 の フ ェ リ ック ス ・ク ラ イ ン(1849-1925)か ら援

助 の手 が 差 し伸 べ られ た ので あ る。 彼 は3名 の女 子 学生 を受 け入 れ,奨 学 金

を与 え た25。 そ の 中 の ひ と り とな っ た彼 女 は,ゲ ッチ ンゲ ン大 学 で は ク ラ イ
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ンや ヒル ベ ル トの 下 で 快 適 な研 究 生 活 が得 られ た よ うで あ る26。 しか し,ク

ラ ス移動 の 際 に は男 子 学 生 と顔 を 合 わ さぬ よ うに,講 義 終 了 後 しば ら く教 授

の研 究室 に待 機 して,男 子 学 生 の 移 動 の 後,新 しい講 義 室 に入 室 せね ば な ら

な か った とい う。 と もか くグ レイ ス は1895年 に27歳 で プ ロ シア に お け る 「最

初 の」 女 性 学 位 授 与 者 とな った の で あ る。 しか も最 優 秀 成 績 で 。 す で に1874

年 に ソ フ ィヤ ・コ ワ レ フ ス カ ヤ(1850-91)は ゲ ッチ ンゲ ン大 学 で学 位 を 得

て い た が,彼 女 は授 業 も受 け ず正 規 の 学 生 で は な か っ た の で,「 最 初 の 」 と

い う呼称 が与 え られ た の は この グ レイ ス に で あ る。

ゲ ッチ ンゲ ンに招 聰 され た学 生 に はア メ リカ人 女 子 学生 もい た。 メア リー ・

ウ ィ ンス トンと物 理 学 を専 攻 した マ ー ガ レ ッ ト ・モ ール トビとで あ る。 前 者

は グ レイ ス の の ち2年 後 に ゲ ッチ ンゲ ン大学 で学 位 を 取 る こ と にな る。 こ う

して 彼 女 は 「外 国 で学 位 を得 た最 初 の ア メ リカ人 女 性 」 とな った 。 彼女 を 呼

び寄 せ た の も教 育 に先 進 的 な ク ライ ンで あ った。1893年 に コ ロ ン ブス の ア メ

リカ大 陸 発 見 を記 念 して万 国 博 覧 会 が シカ ゴで 開 催 され,そ の 一 環 と して数

学 者 の世 界大 会 も シカ ゴ大 学(1892年 設 立)で 行 な わ れ た27。 公 式 の参 加 者

45名 中 女 性 はす で に4人 で あ った とい う。 この割 合 は 驚 くべ きで あ る。 これ

は ま た ア メ リカ数 学 が 社 会 的 に は ヨー ロ ッパ に比 べ て ま だ揺 藍 期 に あ った こ

とを 物 語 るよ うで あ る。 す なわ ち ま だ ア メ リカ数 学 が制 度 化 され て お らず,

女性 が 参 加 す る障 害 は必 ず し も多 くは な か った か らで あ る。 さ て ク ライ ンは

この 大 会 に参 加 し,ド イ ッ の大 学 に お け る数 学 の新 風 を ア メ リカ の大 学 に お

お い に吹 き込 ん だ の で あ った28。 そ の 後 彼 は ノー ス ウ ェ ス タ ン大 学 で 開 か れ

た懇 談会 で シ カ ゴ大学 特 別 研 究 員 の ウ ィ ンス トンと 出会 い,留 学 を勧 め た。

そ れ に答 え た か の よ う に彼 女 はゲ ッチ ンゲ ンに到 着 してか ら数 ヶ月 も しな い

うち に数 学 懇 話 会 で講 演 し,大 成 功 をお さ め た。 こ う して 彼 女 は,女 性 が 数

学 を学 ぶ こ とは誰 も も はや 否定 で き な い と確 信 す る よ う に な っ た。 帰 国 後 カ

ンザ ス農 業 大 学 の数 学 教授 にな るが,3年 後 に は解 雇 され て しま う。 そ の後

は カ ンザ ス大 学 数 学 教 授 ヘ ン リー ・ニ ュー ソ ン(?-!910)と 結 婚 し,3人 の

子 供 を育 て,教 職 に就 く。 しか しそ れ は研 究 職 で は なか っ た。 まだ 女 性 が 研
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究 職 に つ く こ とは あ りえ な い 時 代 で あ った 。 ク ラ イ ンは ま た,英 国,ア メ リ

カ の女 性 数 学 者 の み な らず,ヒ ル ベ ル トと と も に,1915年 エ ミー ・ネ ー ター

の講 師 資格 取 得 に助 力 した こ と も よ く知 られ て い る29。

と こ ろで ウ ィ ンス トンに 留 学 を 勧 め たの は ク ライ ンで あ ったが,こ の留 学

が 実 現 した の は女 性 数 学 者 ク リス チ ン ・ラ ッ ド ・フ ラ ン ク リン(1847-1930)

が500ド ル を 援 助 した か らで あ った。 こ の ク リス チ ン ・ラ ッ ド ・フ ラ ンク リ

ン自身,ヴ ァサ ー ・カ レ ッジを 卒 業 した後,ド イ ッ の研 究 制 度 を ま ね て設 立

され た ば か りの ジ ョ ンズ ・ホ プキ ンズ大 学 大 学 院 で数 学 の勉 強 を継 続 す る こ

とを 望 ん だ 。 しか し学 則 で は女 性 は入 学 で きず,最 後 の手 段 と して英 国 出 身

の 数 学 教 授 ジェ ー ム ズ ・シル ヴ ェ ス タ ー30(1814-97)に 直 接 手 紙 を書 い た と

こ ろ,彼 の 計 ら いで その 授 業 へ の参 加 を許 可 さ れ た。 彼 女 は そ こで好 成績 を

残 し,こ の こ とが 幸 い して 他 の授 業 に も参 加 す る こ とが で き,さ らに 奨学 金

も得 る こ と が で き た。1882年 に は チ ャー ル ズ ・サ ン ダ ー ・パ ー ス(1839-

1914)の 指 導 の 下 に学 位 論 文 『論 理 学 の代 数 』 を書 きあ げた 。 そ の 仕 事 は大

変 評 価 され,彼 の編 集 した書 物 に も収 め られ た に もか か わ らず,大 学 が 彼 女

に学 位 を与 え た の は な ん とそ の後 の1926年,す な わ ち44年 後 で あ っ た31。 そ

の間 彼 女 は数 学 の み な らず,色 彩 視 覚 心 理 学,論 理 学 に も貢 献 し,大 学 で 教

え(正 規 で は な い が),さ ら に大 学 院 教 育 に精 力 を費 や し,奨 学 金 と して の

少 な か らず の お金 を後 進 の女 子 学 生 に援 助 した の で あ る。

リヒ ャル ト ・ク ー ラ ン ト(1888-1972)は ゲ ッチ ンゲ ンで 名 を成 して は い

た が,そ の後 コ ロ ン ビア大 学 数 学 研 究 所 所 長 と な り,抜 群 の資 金 調 達 力 と ユ

ダヤ系 研 究 者 獲 得 に よ り,そ の研 究 所 を 応 用 数 学 の メ ッカ に育 て 上 げ た数 学

者 で あ る。 彼 もま た 女 性 数 学 者 を 多 方 面 か ら激 励 した人 物 の 一 人 で あ る32。

と りわ けカ ナ ダ生 ま れ の女 性 数 学 者 キ ャ ス リー ン ・シ ング ・モ ラ ヴ ィエ ッ ッ

(1923-)の 場 合 が そ うで あ る。 父 親 が高 名 な数 学 者 で あ る こ と もあ り,数

学 者 に な る こ と が あ た りま え の こ と と して 成 長 した キ ャス リー ンは,MIT

を 卒業 後,進 路 を決 め る際 に 自分 が 「女 性 」 で あ る とい う障 壁 に打 ち 当 た っ

た 。 そ の 障壁 を 乗 り越 え る援 助 を した のが ク ー ラ ン トで あ り,キ ャス リー ン
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は彼 か ら しば しば 就 職 の 件 で 斡 旋 を受 け,生 活 の安 定 を得 る こ とが で きた。

そ の 後 ニ ュー ヨ ー ク州 立 大 学 の 教 授 に昇 進 し,後 年 は ア メ リカ数 学 会 の会 長

(1995-96)も 歴 任 す る道 を 歩 む こ と に な る33。 ク ー ラ ン トが 所 長 を して い た

コ ロ ン ビア大 学 数 学研 究所 は彼 の 指 導 の 下 に他 よ り も女 性 数 学 者 を多 く受 け

入 れ た が,ま た ベ ル 研 究 所(現 在 は,AT&Tリ サ ー チ と ル ー セ ン ト ・テ ク

ノ ロ ジー)も 戦 後 生 ま れ の 女 性 数 学 者 を 数 多 く受 け入 れ て い る。 そ れ ら研 究

施 設 はま た研 究 中心 機 関 で もあ る こ と に注 意 しよ う。 そ こで は成 果 が 出 れ ば

男 性 も女 性 も関係 が な い か らで あ る。

多 くの女 性 数 学 者 を 育 て た数 学 者 にオ ー ブ リー ・ラ ン ドリー が い る。 カ ト

リッ ク大 学 で数 学 を教 え て い た 彼 は1920年 代 後 半 に そ こで 多 くの女 性 数 学 者

(も ちろ ん シス タ ーで もあ る)を 育 て た。 「最 初 の黒 人 女 性 の数 学 学 位 授 与 者 」

で あ る,マ ー サ ・ユ ー フ ェ ニ ア ・ロ フ トン ・ハ イ ンズ(1890-1980)は,彼

の指 導 の 下 で1943年 に カ トリ ック大 学 か ら学 位 を 授 与 さ れ た34。彼 女 は の ち

に カ ト リ ック教 育 に 多 大 な寄 付 を し,「 教 会 と法 王 の た め に」 寄 与 した と し

て,法 王 勲 章 を受 章 して い る。 当 時 の シ ス タ ー数 学 者17名 の うち12名 が ラ ン

ド リー の 指 導 下 に あ っ た35。や が て彼 女 らは他 の カ ト リ ック女 子 大 学 に 雇 わ

れ,そ こで指 導 的 地 位 を獲 得 す るの で あ る。 彼 女 らが 卒 業 す る1930年 代 に は

ア メ リカ の カ トリ ック 関係 の大 学 で教 育 改革 が 行 なわ れ,し たが って そ こで

は カ リキ ュ ラ ム上 数 学 の地 位 は高 くな った。

しか し女 子 学 生 の数 学 研 究 の メ ッカ に な った の は シ カ ゴ大 学 にお いて 他 に

は な い。1892年 に設 立 さ れ た シカ ゴ大 学 はす ぐさ ま ジ ョ ンズ ・ホ プ キ ンズ大

学 の制 度 を取 り入 れ て,ロ バ ー ト ・ム ー ア(1882-1954)の 指 導 の も と に い

ち早 くア メ リカ数 学 の 中心 的存 在 に な った。 と りわ け ム ー アが1893年 に先 に

述 べ た数 学 世 界 大 会 で ク ライ ンを ドイ ッか ら招 贈 した こ とが そ の 契 機 とな っ

た の で あ る。 さて1939年 に は229名 の 学 生 に学 位 が 与 え られ た が,そ の うち

46名 が 女 性 で あ った。 数 学 で は と りわ け レナ ー ド ・デ ィ ク ソ ン(1874-1954)

の 指 導 が有 名 で あ る。 さ らに彼 の指 導 した67名 の うち18名 が 女 子 学 生 で あ る。

す な わ ち彼 の 指 導 生 の うち 実 に27パ ー セ ン トが 女 子 学 生 なの で あ る36。無 愛
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想 で非 人 間 的 とま で い わ れ た デ ィ ク ソ ンの下 に な ぜ 多 くの 学 生 が 集 ま っ たか

は 明 らか で は な い が,彼 は教 師 とい う よ り は研 究 者 で あ り,学 生 は彼 の 姿 を

真 の数 学 者 の モ デ ル とみ な した こ とが 学生 を ひ きっ けた 理 由 の ひ とっ と考 え

られ る37。ひ と た び学 生 を 受 け入 れ れ ば,そ の うわ さが 全 米 に広 ま り,雪 ダ

ル マ式 に学 生 が集 ま るよ うに な った の で あ る。 こ う して 多 くの女 性 数 学 者 が

シ カ ゴで誕 生 した が,彼 女 らが研 究 職 に進 む こ と は未 だ 困 難 で あ り,多 くは

女 子 カ レッ ジあ るい は一 般 教 養科 目担 当 教 師 の 道 に限 られ て い た。

リー ・ロ ー チ(1915-)も ま た多 くの と りわ け黒 人 女 子 学 生 に数 学 を 指 導

した こ と で忘 れ て は な らな い3B。彼 は ナ ッ シュ ヴ ィル に あ る黒 人 有 名 校 フ ィ

ス ク大 学 で3人 の 黒 人女 子学 生 に数 学 で 学 位 を与 え たが,当 時 ま で数 学 で学

位 を取 った黒 人 女 子学 生 は18名 しか いな か った の で あ る。 そ の うち の一 人 ヴ ィ

ヴ ィア ン ・マ ロ ウ ン ・メイ ア ズ(1932-1995)は,黒 人 で か っ 女 性 と い うふ

たっ のハ ンデ ィを 乗 り越 え て職 を 探 さ ね ば な らなか った39。 ロー チ は ま た公

民 権 運 動,マ イ ノ リテ ィ運 動(と りわ け黒 人 や 女 性 へ の教 育 均 等)に 多大 な

貢 献 を な した こ とで も知 られ,そ れ が もと で1959年 に は ア メ リカ を追 わ れ カ

ナ ダの ヨー ク大 学 に移 り住 む こ と に な った。 ヴ ィ ヴ ィエ ァ ン ・マ ロ ウ ン ・メ

イ ア ズ もロ ーチ にな らって,人 種 主 義,性 差 別 と戦 った。

初 期 の段 階 で は女 性 が 独 自で 専 門 的 数 学 者 の道 に進 む こ と は社 会 的 に ほぼ

不 可 能 で あ っ た こ とか ら,以 上 の よ うな支 援 者 は女 性 数 学 者 の活 動 の将 来 に

向 けて 重 要 な貢 献 を な した こ と に な る。

4.女 性 と結婚

結婚は人生において重要な転機であり,そ れによってその後の生活が変わ

ることが少なくない。 このことはとりわけ女性に当てはまる。 ここでは結婚

によって女性の数学研究にどのような変化が現れたかを分類 してみよう。

1.結 婚 したことが障害になる場合(こ れは 「マチルダ効果」 にあたる)

1-1.結 婚によって自主的にあるいはやむを得ず研究をやめて しまう場

合
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1-2.結 婚 に よ って 女 性 が不 利 に な り,男 性 が有 利 に な る場 合(す な わ

ち,共 同 研 究 に よ って,女 性 の 成 果 が 男 性 の業 績 あ る い は共 同 の

業 績 と して 出 され て しま う場 合 。 この 場 合 女 性 は男 性 の 「影 の助

手 」 とな る)

2.結 婚 が 有利 に働 く場 合(結 婚 に よ って,女 性 の業 績 が認 め られ る機 会

が よ り多 くな る場 合)

3,結 婚 は無 関係 で あ る場 合(こ れ に は結 婚 を遅 らせ る場 合 が 含 ま れ る。

す な わ ち社 会 的 に業 績 が 認 あ られ た後 に結 婚 した場 合 で あ る)

4.未 婚 の場 合(こ れ は微妙 な問 題 な ので 本 稿 で は省 略 す る)

以 上 の分 類 を具 体 的 に示 して お こ う。

1-1.一 般 的 に,女 性 にお い て は,専 門 職 と して の科 学 研 究 と結 婚 生 活 と

は相 容 れ られ な い とす る見 方 が 優勢 で あ っ た。 先 に述 べ た よ うに,ウ ィニ フ

リ ド ・エ ドガ ー トン ・メ リル は結 婚 後 は与 え られ た専 門 職 を諦 め た。 これが

多 くの女 性 研 究 者 の例 で あ ろ う。 しか し彼 女 ら は,そ の後 専 門 研 究 に は戻 ら

なか った が,そ れ に か わ って教 育 者 あ る い は女 性 指 導 者 と して 活 躍 す る道 を

選 ぶ こと も少 なか らず あ る。 しか も彼女 らの 多 くは 自 らの経 験 を生 か して女

子 教 育 の促 進 に寄 与 す る こ とに な る。 メ リル もそ うで あ る。 数 学 者 で は な い

が,カ ナ ダの核 物理 学 者 ハ リエ ッ ト ・ブル ックス(1876-1933)は ブ リンマー ・

カ レ ッ ジ出身 で あ るが,結 婚 後 は 同 じ く教 育 者 と して ま た慈 善 事 業 家 と して

活 躍 す る道 を 選 ん だ40。

1-2.先 ほど述 べ た グ レイ ス は帰 国後,か っ て の ガー トン ・コ レッ ジの チ ュ ー

タ ー の ひ と り で あ っ た ウ ィ リア ム ・ヤ ング(1863-1942)と1896年 に結 婚 す

る41。 そ して ゲ ッチ ンゲ ンに移 り住 ん だ。 そ の 後 共 同 で研 究 に励 み,ウ ィ リ

ア ムの 名 前 で あ る い は共 著 で 多 くの論 文 や書 物 を 発表 す る。 ウ ィ リア ムの ほ

う はそ の 後 も数学 の 定 職 に は なか な かっ け な か った こ とを 考 え れ ば,共 著 の

論文 の 多 くは グ レイ スの 業 績 で あ っ た と考 え られ な く もな い。 実 際,ウ ィ リ

ア ム は35歳 ま で ほ とん ど研 究 業 績 は あ げ て い な い が,1900年 以 降250点 以 上

の論 文 を仕 上 げ るの で あ る42。 こ う して 結 婚 に よ って グ レイ ス は影 が 薄 くな っ
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て しま った の で あ る43。 ウ ィ リア ム はパ ー トタイ ム の教 職 を 求 め ヨー ロ ッパ

各 地 の大 学 を 転 々 と し,よ うや く定 職 を得 た の は1913年 で あ り,し か もそ れ

は遠 くカ ル カ ッ タ大 学 で あ っ た44。 そ の 間 ふ た り は離 れ離 れ に暮 し,手 紙 を

通 じて共 同 研 究 す る こと に な る。 彼 女 は ウ ィ リア ム と離 れ て い て も,エ ネル

ギ ッ シュ に ま た忍 耐 強 く数 学 研 究 を続 行 し,さ らに 医 学 の 勉 強 も初 め,ま た

6人 の子 供 を,し か もそ の う ち の ふ た りを 数 学 者 に 育 て あ げ た の で あ る45。

彼 女 の夢 は医 者 に な る こ とで あ った が,単 位 は取 得 した もの の,イ ンタ ー ン

を こなす こ とが で き ず,そ の夢 は実 現 しな か った 。

2.20世 紀 で も っ と も偉 大 で しか も相 応 の 評 価 を 受 け た女 性 数 学 者 は ジュ

リア ・ボ ウ マ ン ・ロ ビ ン ソ ン(1919-1985)で あ ろ う。 数 論 研 究 で貢 献 した

が,1982年 に はっ い に ア メ リカ数 学会 会 長 に選 出 され た の で あ る。 彼 女 はバ ー

ク レイ で 大学 院 時代 を 過 ごす が,そ こで,数 学 教 授 ラフ ァエ ル ・ロ ビ ンソ ン

(1911-1995)と 出会 い,結 婚 す る。 こ の こ とは彼 女 の 将 来 の 職 業 選 択 に決 定

的 な 意 味 を もた ら した 。 彼 女 は夫 の 紹 介 で,数 学 界 に デ ビュ ーす る機 会 に数

多 く恵 ま れ たか らで あ る。 縁 故 採 用 が実 質 的 に行 なわ れ て いた 当 時 に あ って,

女 性 研 究 者 に と って この こ と は きわ め て 有 利 に働 い た こ と と考 え られ る。 実

際,彼 女 は学 位取 得 後 す ぐ最 も人 気 の あ っ た ラ ン ド ・コー ポ レイ シ ョ ンに就

職 が 決 ま るの で あ る。 この こ とか らわ か る よ うに,現 実 に歴 史 に名 前 を残 す

こ と にな る女 性 数 学 者 の 多 くは数 学 者 と結 婚 して い る。 夫 が教 授 で あ れ ば な

お さ らよ いの で あ っ た。 こ う して そ の女 性 は社 会 的地 位 を得 て名 を残 す こ と

に な る。 結 婚 に よ って 「共 同 に よ る利 益 を得 た」 マ リー ・キ ュ リー も この 範

疇 に入 るで あ ろ う46。ア ンナ ・ジ ョ ン ソ ン ・ペ ル ・ホ イ ー ラー(1883-1966)

の場 合 も同 じで あ る。 ブ リ ンマ ー ・カ レ ッ ジで長 年 教 職 に着 い た 数学 者 で あ

るが,奨 学 金 を得 て ゲ ッチ ンゲ ンで ヒル ベル トな どの薫 陶 を受 けた 。彼 女 は,

数 学 者 教 授 ア レク サ ンダ ー ・ペ ル と結 婚 し,彼 の死 後 は さ ら に ア ーサ ー ・ホ

イ ー ラー と結 婚 した。 た だ し彼 女 の場 合 は結 婚 が どれ ほ ど有 利 に働 い た か は

疑 問 で は あ るが47。

3.後 述 す る ミー ナ ・ リー ス(1902-1997)が 結 婚 を した の は,す で に
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「応 用 数 学 委 員 会 」 で の活 躍 を 終 え,ハ ンタ ー ・カ レ ッ ジの 数 学 教 授 に な り

社 会 的 に認 知 され た後 の53歳 に な って か らで あ っ た。 した が って この結 婚 は

彼 女 の仕 事 の選 択 に は ほ とん ど 関係 が な い とい って よ いで あ ろ う。 も っ と も

配 偶 者 で あ る 内科 医 の レオ ポ ル ド ・ブ ラー デ ィ と は早 くか ら出 会 って い た こ

と もあ り,結 婚 を遅 らせ た の は そ れ よ り も仕 事 を 優 先 した こ と はあ り う るの

だが48。

5.戦 争 と 女 性 数 学 者

戦 争,と りわ け先 の第2次 世 界大 戦 は科 学 技 術 体 制 に多 大 な影 響 を 与 え た。

それ は ま た数 学 に お い て もで あ る。 そ れ に先 行 す る1930年 代 は ア メ リカ数 学

にお いて 重要 な転 換 期 で あ る。 そ の理 由 を女 性 との 関連 で3点 挙 げて お こ う。

まず,1930年 の プ リンス トン高 等 研 究所 設 立 によ って 新 しい研 究 体 制 が 生 み

出 さ れ た ことが 挙 げ られ よ う。 この 「研 究 中 心」 の 施 設 は,フ ォ ン ・ノ イマ

ンな ど著 名 研 究 者 の も とで そ の後 多 くの 成果 を生 ん で い くこ と は い う まで も

な い。 オ ハ イ オ州 立 大 学 で学 位 を取 得 した マ ーベ ル ・バ ー ンズが プ リ ンス ト

ンに応 募 し採 用 さ れ た と き,女 性 は学 習 室 に 入 室 す る習 慣 は プ リ ンス トンに

は な い と数 学 教 室 長 か ら言 わ れ,し か も 目立 た ぬ 行 動 を取 る よ う要 請 され た

とい う49。 しか しそ れ以 外 で は そ この研 究 者 は友 好 的 で あ り,有 益 な研 究 生

活 を お く る こ とが で きた とい う。 ま さ にそ こ は研 究 者 に と って は 「知 的 エ デ

ンの 園」 で あ った50。次 に,多 くの数 学 者 の移 民 が 受 け入 れ られ,ヨ ー ロ ッ

パ 数 学 が大 規 模 に ア メ リカ に導 入 され た こ とが あ る。 招 聰 され た移 民 に は数

名 の女 性 数 学 者 もい た。1933年,ネ ー タ ーが ロ ック フ ェ ラ ー奨 学 金 で ブ リ ン

マ ー ・カ レ ッ ジに 呼 ば れ,こ う して ブ リ ンマ ー ・カ レ ッ ジは ネ ー タ ー学 派 の

拠 点 とな った。 そ れ に 引 き続 い て,移 民 で は な いが,今 日 の チ ェ コ ス ロバ キ

ア 出 身 の オ ル ガ ・タ ウ ス キ ー ・ ト ドもオ ズ ワル ド ・ヴ ェ ブ レ ン(1880-1960)

の推 薦 で大 学 院生 と して ブ リンマ ー ・カ レ ッ ジに呼 ばれ た。 もはや ア メ リカ

の女 性 は数 学 に お い て ヨー ロ ッパ の 女 性 か ら孤 立 す る こ と は な くな った ので

あ る。 そ して最 後 に,軍 事 プ ロ ジ ェ ク ト研 究 体 制 の誕 生 が あ げ られ る。 大 恐
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慌 の の ち女性 の み な らず 男 性 まで もが 数 学 者 と して の職 を得 る こ とは 困難 に

な って きた。 す な わ ち大学 で の研 究 職 は ほ とん ど絶 望 的 で あ り,そ れ に代 わ っ

て 軍事 プ ロ ジ ェ ク トに参 加 す る数 学 研 究 体 制 が 生 み 出 さ れ る。 以 下 で は女 性

が そ の プ ロ ジ ェ ク トにい か に組 み 込 まれ て い っ たか を見 て い こ う。

まず は1938年 の 「数 表 プ ロ ジ ェ ク ト」 で あ る51。 これ は 当初 定 職 の な い数

学 者 を救 済 す る 目的 で ニ ュ ー ヨ ー ク市 に設 立 さ れ た。 最 初 は7人 の若 い数 学

者(そ の うち3人 が 女 性)と120人 の 高 卒(多 くは 癩 痛 患 者,小 児 麻 痺 に よ

る身体 障害 者 な ど)か ら始 ま った 。 そ こで の仕 事 は,電 子 計 算 機 誕 生 以 前 に

あ って,人 間 の手 計 算 に よ って 対 数 関 数 の 数 表 を作 成 し,政 府 や産 業 界 の数

値 問題 の解 を見 出 す こ とで あ った 。 そ の た め に優 秀 な若 い人 材 が数 多 く集 め

られ た の で あ る。 そ の結 果 と う と うそ こで は英 国 の数 表 に劣 らな い精 確 な も

の が完 成 され,各 方 面 か ら評 価 され る こ と と な っ た。 そ こ で活 躍 した女 性 数

学 者 に は ア イ ダ ・ロ ウ ズ(1900-1986)が い る。 彼 女 は も と も と ウ ク ラ イ ナ

生 ま れ の ユ ダヤ人 で あ るが,ポ グ ロ ムの 押 し寄 せ る声 を耳 に して13歳 の と き

に両 親 と と もに ア メ リカ に移 住 した。 コ ー ネ ル大 学 で 教 育 を受 け た あ と,ロ

ウズ は看 護 助 手 と して働 く こ と も経 験 した 。 そ の後 労 働 局 で 勤 務 した あ と,

1940年 に 「数 表 プ ロ ジ ェ ク ト」 に 加 わ る。 そ こで 彼 女 は数 値 解 析 を学 び な が

ら多 くの成 果 を 出 す。 看 護 助 手 と い う彼 女 の 前 職 もそ こで の労 働 者(身 体 障

害 者)の 世 話 に大 い に役 立 ち,信 頼 を 勝 ち得 た 。 こ の 「数 表 プ ロ ジェ ク ト」

は や が て 「国 家 標 準 局 」 に移 り,彼 女 はそ こで あ らた に電 子 工 学 を学 び,コ

ン ピ ュ ー タ設 計 に 貢 献 す る の で あ る。 こ う してUNIVACIとSEACの 設 計

に関 与 し,ま た機 械 翻 訳(彼 女 の母 語 で あ った ロ シア語 か ら英 語)の 設 計 も

行 な い,ソ フ トウ エ ア の 開 拓 者 とな るの で あ った52。 コ ン ピ ュー タ設 計 と い

え ば ま った くの男 性 中心 の像 が浮 か び あ が るの が 普 通 で あ るが,歴 史 上 は決

して そ うで はな い ことが こ こで わ か る。 そ もそ も英 国 で は チ ャー ル ズ ・バ ベ ッ

ジ(1792-1871)の も と で 活 躍 し た 女 性 エ イ ダ ・バ イ ロ ン ・ ラ ヴ レ イ ス

(1815-1852)が い る。 ロ ウズ と と も に,コ ー ネ ル大 学 出身 の 女性 数 学 者 ガ ー

トル ー ド ・ブ ラ ンチ(1897-1996)も この プ ロ ジ ェ ク トで 活 躍 し,彼 女 は の
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ち に ライ ト ・パ ター ソ ン空 軍 基 地 に あ る航 空 宇 宙 研 究 所 で 数 学 研 究 者 の 地 位

を全 う した。 こ う して アメ リカ で は第2次 大 戦 前 夜 に な る と数 学 者 の一 割 以

上 を 女 性 が 占 め る こ と に な る53。 た だ し,顕 著 な業 績 を あ げ た の は ほ とん ど

男 性 で は あ った が。

戦 時体 制 の 中 で 育 っ て い っ た の は,グ レイ ス ・マ リ ・ホパ ー(1906-1992)

で あ る。 彼女 は ヴ ァサ ー ・カ レッ ジで 数 学 を 学 び,イ ェ ー ル大 学 に進 む 。 卒

業 後 は ヴ ァサ ー ・カ レッ ジ に戻 りそ こで 数 学 を教 えて い た。 合 衆 国 が 戦 争 に

突 入 す る と,夫,両 親,兄 弟 は皆,戦 争 に協 力 す る た め に軍 隊 や さ ま ざ ま な

戦 時施 設 で働 く こ とを 志願 す る。 彼 女 も当 然 そ の雰 囲 気 に飲 み込 ま れ た。 こ

う して海 軍 予 備 軍 に志 願 す るが,35歳 と い う年 齢 で しか も小 柄 で あ り,他 方

数 学 が優 れ て い た の で,ハ ー ヴ ァ ー ド大 学 に設 置 さ れ た 「兵 器 計 算 プ ロ ジェ

ク ト局 」 に配 置 され た。 そ こで はIBMと と も に兵 器 の照 準 を 精 確 に す る研

究 の た め に コ ン ピュ ー タの 設 計 が 進 め られ て い た。 ホパ ー は そ の た め の プ ロ

グ ラ ム開 発 に 日夜 励 み,こ う してMarkIが 誕 生 す る ので あ る。 戦 後 は ハ ー

ヴ ァ ー ド大学 を は じめ,企 業 で も活 躍 し,コ ン ピュ ー タ言 語 コボ ル の完 成 に

寄与 した。 彼 女 は晩年 に な るま で海 軍 とか か わ り,海 軍 少 将 と して退 役 した。

彼 女 自身 は 「合 衆 国 海 軍 に誇 りを持 って奉 仕 した特 権 と栄 誉 」 こそ が生 涯 の

功績 と考 えて い た。前 ブ ッ シュ大 統 領 か らは国 家技 術 勲 章 を授 与 され て い る。

彼女 は戦 争 と い う軍 事 体制 が あ ったか らこそ,そ こで本 来 の能 力 を発 揮 で き,

社 会 もそ れ を 認 め る こ とが で き た の で あ る。 彼 女 の 座 右 の 銘 は,「 港 に っ な

が れ た船 は安 全 で あ る。 しか しそ の た め に船 が建 造 され るの で は な い」 で あ

る と い う。 少 し危 険 を 冒 して で も未 来 に 向 か って前 進 せ よ,そ うす れ ば 夢 は

か な うで あ ろ う と い うこ と で あ る。 数 学 者 と して の彼 女 の 生 涯 に は も はや か

っ て の 「女 性 」 と い う障害 は な か った。 男 性 と ほぼ 同 じよ う に数 学 者 と して

生 き,理 想 を求 め る ことが で きた とい え るで あ ろ う。

ま た戦 後 で は あ る が,ワ シ ン トンDC生 ま れ の ア フ リカ ン ・ア メ リカ ンの

イ ー ヴ リン ・グ ラ ン ヴ ィル(・ コ リ ンズ)(1924-)も わ ず か25歳 とい う異 例

の若 さ で1949年 に イ ェー ル大 学 で学 位 を取 った が,そ の 後 の 教 職 試 験 の 面 接
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で は,黒 人 と い う こ とだ けで 一 笑 に 付 され た とい う54。 こ う して軍 事 関 係 の

職 だ け が許 され た選 択 の道 で あ った。 そ の 後 彼 女 は直 接 的 に は軍 を離 れ た も

の の,マ ー キ ュ リー計 画,ア ポ ロ計 画 な ど宇 宙 開 発 計 画 にお いて 数 値 解 析 の

分 野 で貢 献 す る。 離 婚 後 は定 住 した生 活 を 求 め て フ ィ ス ク大 学 の 教 師 に な る

が,そ れ は ア フ リカ ン ・ア メ リカ ンに お い て は,教 師 が もっ と も名 誉 あ る職

と伝 統 的 に み な され て い た こ と もあ るか らで あ ろ う。 そ こで 多 くの黒 人 数 学

数 学 者 を育 て た。

戦 中 か ら戦 後 にか けて 多 くの女 性 数 学 者 が軍 事数 学,コ ン ピュ ー タ,宇 宙

開 発 研 究 にか か わ った。 一 見 不 自然 の よ うに見 え る この 現 象 も,実 は学 問 の

醸 成 の問 題 と大 い にか か わ りあ る。 戦 中戦 後 に ア メ リカ は対 日そ して 対 ソ連

と,戦 争 こそ が重 要 な 時局 課 題 で あ り,そ れ に勝利 す る こ と こそが 必然 で あ っ

た55。 しか し,コ ン ピュ ー タ ・サ イ エ ンス,航 空 工 学,オ ペ レー シ ョ ン ・リ

サ ー チ な ど は新 参 の 学 問 で,い ま だパ ラ ダイ ム が成 立 して い な い 一方 で,ま

た ビ ッグ ・サ イ エ ンス と して そ こで は とに か く多 くの若 い 人 材 が 必要 と され

た ので あ る。 そ こ に は性 は も はや 関係 が な か った56。 こ う して 男 性 は もち ろ

ん の こ と,学 位 取 り立 て の若 い女 性 数 学 者 も望 め ば そ れ に大 規模 に組 み込 ま

れ る こ と にな る。 こ の よ うに学 問 が 成 立 す る直 前 の 時期 に は,多 くの 女性 が

研 究 に参 加 で き,し か も そ こで 貢 献 した こ とが 知 られ て い る。20世 紀 初 頭 の

核 物 理 学 や,天 文 学 が そ の例 で あ る57。 この場 合 は,学 問 が 確 立 す な わ ち パ

ラ ダイ ムが ひ とた び 確 立 され て しま うと,も は や女 性 は研 究 の領 域 か ら排 除

され て しまい,高 位 にっ くこ と もで き な くな る こ とを歴 史 は しば しば教 え て

くれ る。 しか し,40年 代 以 降 の ア メ リカ数 学 の場 合 は そ れ とは少 し異 な って

い る。 そ れ は,ひ とっ は ア メ リカで は,ソ 連 と い う敵 国 を想 定 して戦 時研 究

体制 が形 を変 え て 戦 後 も海 軍,航 空 宇 宙 局 な ど に 中断 す る こ とな く引 き継 が

れ て い るか らで あ る。 ま た,ビ ッグ ・サ イ エ ンス と して の人 材 確 保 もそ れ ま

で の科 学 体 制 と は異 な る。 こ う して 学 問 が 確 立 して 終 焉 す る の で は な く,中

断 す る こ とな く若 い研 究者 が 大 規 模 に必 要 と され て い る ので あ る。 そ の た め

に何 らか の軍 事 に か か わ る奨学 金 が 多 く準 備 され た。 さ らに,60年 代 以 降 の
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女性の社会的地位向上運動の成果もあげられるであろう。こうして戦後 もア

メ リカでは女性が数多 く軍事関連研究に携わることが可能となる。 しか し,

軍事研究はプロジェクト制を取 ることが多いために,期 間限定の仕事を繰 り

返す。 したが ってプロジェクトが終了 したら勤務地を変える必要がある場合

が多い。 このことは教育を受 けさせるべき子供を持っ女性にとりわけ不利で

ある。 こうして,一 時は軍事研究にかかわるものの,そ の後は定住や定職を

求あて大学の教職を求める女性研究者が多 くなっている。さらに80年代にな

ると,軍 事数学 も半ばルーチ ン化することになり,女 性の活躍 も後方に追い

やられ目立たなくなっているようである。

ところで,戦 後のアメリカの数学研究体制に影響を与えた人物 は先程述べ

た ミーナ ・リースをおいてはいない。彼女は,ハ ンター ・カレッジでは数学

のみならず法律にも多大な興味を示 し,卒 業後はシカゴ大学のディクソンの

もとでさらに研究を続け学位を得る。 しかし数学研究をあきらめ,世 話好き

なクーラントの紹介で 「応用数学委員会」のウォーレン・ウィーヴァー

(1894-1978)の 事務補佐の役をする。「応用数学委員会」は戦時研究の数学

支援団体であり,大 学研究者と政府との仲介を行ない,リ ースは政府と研究

者の双方か ら多大な信頼を得た。戦後の解散の後は海軍研究局の科学部門補

佐官として,全 米の科学行政の統括を行なった58。行政官僚として活動 した

彼女にはもはや女性として差別を受けた意識はあまりないようだ。こうして,

戦中戦後を通 じて,女 性 としての 「マチルダ効果」は徐々にではあるが薄れ

てゆく。

終 わ り に

マ リは 『数 学 者 に な る女 性:第2次 大 戦 後 の ア メ リカ にお け る職 業 的 自覚

の創 造 』 で,従 来 次 の8点 の よ うな 神話 が 数 学 者 に関 して 信 じ られて き た と

い う59。

1.数 学 の能 力 や創 造 的 エ ネル ギ ー は早 くも幼 児 の と きか ら生 まれ て い る

2.カ レ ッジで は,主 専 攻 を 数学 とす る こ とは初 めか らわ か り き ってお り,
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さ らにカ レ ッ ジか らエ リー ト大 学 院 に進 学 す る

3.大 学 院 で は,強 力 な 指 導 教 官 の指 導 の下 に あ り,そ の下 で博 士 論 文 を

書 き上 げ,研 究 領 域 で 多 大 な貢 献 を なす

4.指 導 教 官 によ って エ リー ト大 学 の 数 学 科 に お け る ポ ス ト ドク ター の身

分 が与 え られ,そ の 後,比 較 的 優 れ た大 学 の研 究 職 に進 み,そ こで創

造 的成 果 を 達成 す る

5.数 学者 は す で に10代 後半 か ら40台 初 め まで に と りわ け創 造 的成 果 を生

む。 この 時 期 に 主要 な 業 績 を あ げ る ので あ る

6.家 庭 や 家族 の世 話 し,平 和 な 家 庭 環 境 を 与 え て くれ る妻 が いれ ば大 変

助 か る。 この こ と は創造 的 仕 事 に役 立 っ

7.晩 年 も研 究 生 産 は続 くが,い く らか 量 は少 な くな る

8.晩 年 に趣 味 や気 晴 ら しを 享受 す る こ と もお そ ら くあ りえ るが,そ れ で

も主 た る 関心 は数 学 で あ り,数 学 を 続 け るの で あ る

以 上 は,数 学 者 に 関 す るわ れ わ れ の 常 識 的 見 方 と ほ とん ど一 致 す る。 と こ

ろ が これ は男 性 に は 当 て は ま って も,女 性 に は必 ず しも当 て は ま らな い ので

は な か ろ うか と マ リは言 う。 だ が しか し,2,4,6を 除 け ば,や は り以 上

の こ とは女 性 に も当 て は ま る の で は な か ろ うか。 た だ しこの3点 が 男 性 と異

な る の は,社 会 環 境 が 男 性 と異 な るか らで あ る。 す な わ ち進 学,就 職,結 婚,

出産,育 児 と。 とす れ ば これ は形 を変 え て今 日で も多 くの 世 界 で 見 られ る現

象 で もあ る。 す な わ ち 「マ チ ル ダ効 果」 は今 な お 健 在 な の で あ る。

本 稿 で は お お よ そ20名 の女 性 数 学 者 に っ い て総 括 的 調 査 を 行 っ た。 そ れ ら

の デ ー タか ら,19世 紀 末 か ら20世 紀 前 半 の英 米 の 女性 数学 者 によ くみ られ る

特 徴 と して次 の こ とが 暫 定 的 に言 う こ とが で き る。 ま ず第1に 挙 げ られ るべ

き は,男 性 に も当 て は ま る こ と で は あ る が数 学 が何 よ り も好 きで あ る こ と。

次 に,そ う は い って も,20世 紀 半 ば ま で女 性 が数 学 を専 攻 す るに は社 会 的制

度 的 に さ ま ざ ま な障 害 が あ っ た こ と。 第3に,研 究 者 と して の職 に就 くた ～6

に は多 大 な困 難 が あ っ た こ と。 第4に,父 親 の多 くは数 学 者 で あ った こ と。

第5に,夫 が 数 学 者 あ る い は学 者 で あ った こと。 この こ とは学 界 デ ビ ュー に
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多 くの利点をもたらした。第6に,支 援する男性数学者あるいは指導教授に

恵まれたこと。第7に,20世 紀半ばでは新興の学問分野,す なわちコンピュー

タ ・サイエンスや軍事数学を選択 し,そ の分野の研究者不足から女性でも早

くに研究機関に所属でき,研 究の継続ができたこと。第8に,劇 的な生涯を

送ったものは男性数学者に比べて極めて少ないこと。第9に,選 択 した数学

分野や研究スタイルは性にはほとんど関係がないこと。第10は,結 婚はその

後の研究生活に影響を与える可能性が多いこと。最後に,当 然のことながら,

一応の大成をした後は女性教育促進の運動に寄与 したこと。これ らの特徴が,

20世紀後半の英米や,さ らに英米以外の国でどのような変質を伴うのかは今

後の研究課題であり,そ れ らの調査の後はじめて数学 とジェンダーの関係が

明らかにされるであろう。

1リ ン ・M・ オ ー セ ン 「数 学 史 の な か の 女 性 た ち 』(吉 村 証 子,牛 島道 子 訳),法 政

大 学 出 版 会,1987年 。 これ に は さ らに天 文 学 者 で もあ る キ ャ ロ ラ イ ン ・ハ ー シ ェル

(1750-1848)の 記 述 が 加 え られ て い る。 マ ー ガ レ ッ ト ・ア ー リク 『男 装 の科 学 者 た

ち 』(上 平 初 穂 他 訳),北 海 道 大 学 出 版 会,1999,は,ネ ー タ ー の代 わ りに エ イ ダ ・

バ イ ロ ン ・ラ ヴ レイ ス を加 え て い る。 ま た近 年 の 代 表 的 数 学 史 通 史 書,ボ イ ヤ ー,

ク ラ イ ン,カ ッツ で も多 か れ 少 な か れ 同 じで,こ の 「7っ 星 」 を超 え る こ とは ほ と

ん ど な い。 ボ イ ヤ ー 『数 学 の歴 史 』 全5巻(加 賀 美 鐵 雄 他 訳),朝 倉 書 店,1984;

MorrisKlein,MαthemαticαlThoughtsfromAncienttoModernTimes,New

York,1972;VictorKatz,AHistoryofMαthemαtics,NewYork,1998,た だ

し,グ レイ ゼ ル は数 学 史記 述 で は き わ めて 珍 し く,「 女 性 数 学 者 」 と い う章 を 設 け,

「7っ 星 」 に 加 え 幾 人 か の ロ シア 人 女 性 数 学 者 を 紹 介 して い る。 グ レ イ ゼ ル 「グ レ

イ ゼ ルの 数 学 史 』H(保 坂 秀 正 他 訳),大 竹 出版,1997,pp.173-85.

2ア メ リカ で は,メ ア リ ー ・グ レ イ(1939-)を 初 代 会 長 と し て1971年 にThe

AssociationforWomeninMathematicsが 設 立 さ れ た。 ヨ ー ロ ッパ 全 体 で は

EuropeanWomeninMathematics(1986設 立,本 部 はヘ ル シ ンキ),フ ラ ンス 独

自で は,Femmesetmath6matiques(1987年 設 立)が あ る。 ヨ ー ロ ッパ の 団体 の
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目標 は,次 の5っ で あ る。

1.女 性 が数 学 研 究 を継 続 で き る こ とを 支 援

2.女 性 が数 学 で職 を得 る こと が で き るよ うに な る こ とを 支 援

3.こ れ らの女 性 の た め の会 合 を 開 催

4.数 学 界 に お い て女 性 と男 性 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 促 進 す る こ とを 支 援

5.そ の よ うな団 体 や グ ル ー プ が ヨー ロ ッパ で 共 同 す る こ とを 支 援

Cf.EuropeαnVVomeninMαthemαticsAlleωsletter.ま た,他 に も女 性 科 学 者,

女 性 技 術 者,女 性 コ ン ピュ ー タ科 学 者,女 性 物理 学 者 な どの 団 体 も あ る。

3代 表 的 な も の は,次 の と お り 。CharleneMorrowandTeriPerl(eds,),

NotαbleWomeninMαthemαtics:ABiogrαphicαlI)ictionαry,Westport,1998.

こ こで は 「7っ 星 」 を 含 め,59人 の女 性 数 学 者 の 伝 記 が 掲 載 さ れ て い る。 選 ば れ た

女 性 数 学 者(数 学 教 育 学 者 も含 ま れ る)の 多 く は19世 紀 末 以 降 ア メ リカ で 活 躍 した

人 物 で あ る。

4こ の種 の もの は登 場 人 物 を 過 度 に 顕 彰 して い る の が特 徴 で あ る。 そ の よ う な 中で,

例 外 的 に ア ニ ェ ー ジ を 扱 っ た 次 の も の は,歴 史 的 検 証 を 加 え た 論 文 で あ る 。

MassimoMazzotti,"MariaGaetanaAgnesi:MathematicsandtheMakingof

theCatholicEnlightenment'1,Jsis92(2001),pp.657-83.

5本 稿 で は伝 記 的 事 実 関 係 の部 分 に 関 して は次 の3点 を参 考 に した。 煩 珀 にな る の

で,こ れ らに関 して は個 別 の 出 典箇 所 を記 す こ とは 省 い た こと を ここ で断 って お く。

CharleneMorrowandTeriPerl,op.cit.;JudyGreenandJeanneLaDuke,

1W
omeninAmericanMathematics:ACenturyofContributions"',inPeter

Duren(ed.),、4CenturyofMαthemαticsinArnericαPartH,Providnce,1989,

pp.379-98;PatriciaKcnschaft,"BlackWomeninMathematicsintheUnited

States",AmericαnMαthemαticαlMonthly,88(1981),pp.592-604,ま た,人 名

の発 音 に 関 して は次 を 参 照 した。 大 塚 高 信 他(編)『 固 有 名 詞 英 語 発音 辞 典 』,三 省

堂,1969.

6本 稿 で は社 会 論 的 立 場 を 取 り本 質 論 的立 場 は 論 じな いが,後 者 に 関 して は,た と

え ば数 学 認 識 の性 別心 理 学 的 デ ー タ にっ い て述 べ た次 の もの が あ る。E.H.Luchins,

1'WomenandMathematics:FactandFiction「1
,ArnericαnMathematicαl

Monthly,88(1981),pp.413-19.そ の他,次 も参 照 。L,Burton(eds.),Gender
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αndMαthemαtics,Strand,1990.

7こ の 二 っ の視 座 を 含 あ,ジ ェ ンダー と科 学 にっ いて は次 を参 照 。 小 川 眞里 子 「フ ェ

ミニ ズ ム と科 学/技 術 』 岩 波 書 店,2001.

8小 川 眞 里 子,前 掲 書,pp.40-41.さ らに 詳 細 は次 を 参 照 。 この 論 文 の表 題 で は よ

く知 られ た 「マ タイ 効 果 」 が 取 り消 し線 で 消 され て い る。MargaretW,Rossiter,

「1TheMatthewMatildaEffectinScience"
,SocialStudiesofScience,23(1993),

pp.325-41.

9こ の よ うな 条 件 下 の18世 紀 の ア マ チ ュア 女 性 数 学 者 に っ い て は次 を 参 照 。 三 浦 伸

夫 「数 学 は女 性 を美 し くす る か 」,『科 学 史 フ ォ ー ラ ム』 第6号,2002,pp.5-7.

!0「 ナ イ チ ンゲ ー ル著 作 集』,現 代 社,1975,p.3.

11JohnFauvel(eds.),OscfordFigures,Oxford,p.237.

12ア リ シア ・プ ー ル ・ス トッ ト(1860-1940)は ア イ ル ラ ン ド出 身 の 女 性 数 学 者 で

あ り,父 親 は有 名 な論 理 学 者 ジ ョー ジ ・プ ール で あ る。4歳 の と き父親 が な くな り,

ア リシ ア は貧 困 の 中 で 生 活 す る こ と にな る。 父 親 の ジ ョー ジ は20歳 に な って よ う や

く教 育 を 受 け る こ とが で き,コ ー ク大 学 の 教 授 に な る が,ア リシ ア は父 親 か ら教 育

を 受 け る こ と はで きず,ま た教 育 を ま っ た く受 け る機 会 が な い ま ま育 っ た。 しか し

高 次 元研 究 で多 大 な功 績 を残 し,数 学 研 究 主 婦 と して 生 涯 を 終 え た 稀 な 女 性 で あ る。

ア リシ ア の母 で プー ル 夫 人,っ ま り メ ア リー ・エ ヴ ェ レス ト ・プ ー ル(1832-1916)

も数 学 研 究 を 行 な っ た こ と が 知 られ て い る。KarenDeeMichalowicz,「IMary

EverestBoole(1832-1916),inR.Calinger(ed.),Vitαrnathemαticα,

Washington,1996,pp.291-99.

13科 学 と ヒロイ ズ ム に関 して は次 を参 照 。 小 川 眞 里 子,前 掲 書,pp.147-!49.

14数 学 優 等 試 験 に つ い て は 次 を 参 照 。JohnGascoigne,「Mathematicsand

Meritocracy:TheEmergenceoftheCambridgeMathematicalTripos",Social

Studies('fScience14(1984),pp.547-84,

15バ ァナ ー ド ・シ ョウ 「カ ンデ ィ ダ ・ウ ォー レ ン婦 人 の職 業 』(市 川 又 彦 訳),岩 波,

昭 和16年,pp.173-74.訳 文 の一 部 を 変 更 した 。

16バ ァナ ー ド ・シ ョウ,前 掲 書,pp.174-75.

17バ ァナ ー ド ・シ ョウ,前 掲 書,p.175.

18J.J.Tattersall,「'WomenandMathematicsatCambridgeintheLate



40

NineteenthCentury1',Proceedings('ftheCαnαdianSocietyforthe」H'istory

αndPhilosophy(ゾMαthemαtics,1991,pp.53-66.

19Tattersall,op.cit..

20数 学 者 ボ ー ル 自 身 は ま た 著 名 な 数 学 史 家 で も あ る が,そ の 著 作 に,フ ォ ー セ ッ ト

や ス コ ッ ト な ど 女 性 数 学 者 へ の 言 及 は な い 。R.Ball,AShortAccountofthe

HistoryofMαthematics,Cambridge,1908;R.Ball,AHistoryoftheStudy('f

MαthemαticsαtCambridge,Cambridge,1889.

21Tattersa11,0p.cit..

22数 学 優 等 試 験 は 第 一 部 門 と,そ の 後 行 な わ れ る 第 二 部 門 と か ら な る。 と も に4日

間 の 試 験 。 後 に な る と,数 学 だ け で は な く,自 然 科 学 や 古 典 学 な ど の 他 の 学 問 の

トライパス

優 等 試 験 も始 ま っ た。cf.JohnGascoigne,op.cit..

23ケ ンブ リ ッ ジで は最 優 等 者 の23位 と24位 の 間(女 性 なの で 公 式 席 次 は記 録 され な

い),オ ッ クス フ ォー ドで は第1位 で あ る こ と か ら,当 時 の数 学 に お け る ケ ン ブ リッ

ジの 優 勢 が わ か る。

24ロ ン ドン大 学 は,1878年 に 女 性 に も学 位 を 開放 した 。 シ ャ ー ロ ッ ト ・ス コ ッ トは

ロ ン ドン大 学 で1885年 に学 位 を得 て い る。

25ク ラ イ ンは当 初 ラ イ プ チ ッ ヒに,そ の後 ゲ ッチ ンゲ ン に移 るが,教 育 に も多 大 な

関 心 を 寄 せ,そ の こ と もあ って,後 に ア メ リカ数 学確 立 に 貢 献 す る多 くの 男性 数 学

者 が ク ラ イ ンを 選 ん で彼 の も とへ と留 学 した。 プ リ ン ス トン大 学 の フ ァイ ン ・ホ ー

ル で 名 を残 して い る,ヘ ン リー ・フ ァイ ン(1858-1928)も そ うで あ る。 また,当

時 ドイ ツで は 女 性 の 大 学 入 学 の是 非 が 議 論 され て い た。 大 学 関 係 者 は ま った く男 性

中心 主義 者 た ち で あ り,当 然 の こ とな が ら女 性 の入 学 に は反 対 で あ っ たが,そ の議

論 の さ な か,ド イ ッ人 が 無 理 な ら外 国 人 を と ク ライ ンは 英 国 と ア メ リカか ら女 子 学

生 を 呼 び 寄 せ た の で あ る。 これ は,女 性 教 育 促 進 を主 張 して い た 文 化 省 官 僚 フ リー

ド リヒ ・ア ル トフ ォ フの 後援 が あ った こ とで 成 功 した。

26同 じ ころ 「ノル ウ ェ ー最 初 の女 性 数 学 者 」 で あ る,エ リザ ベ ス ・ス テ フ ァ ンセ ン

(1872-1961)も ヒル ベ ル トと ク ラ イ ンの 下 で 研 究 した 。 ただ し学 位 は チ ュ ー リ ッ ヒ

大 学 で1902年 に得 て い る。KariHag,"ElizabethStephansen:APioneer",!)et

KongeligeNorsheVin(iensleαbersSelshαb,2(1997),pp.1_23,

27こ れ は1897年 か ら開 催 され る,国 際数 学 会 議 の 前 哨 と な った 。
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28D・J・ ア ル バ ー ス他 『数 学 の 祭 典 国 際 数 学 者 会 議1世 紀 の ア ルバ ム』 シ ュ

プ リンガ ー ・フ ェア ラー ク東 京,1990,p.1.

29ネ ー ター の 教 職 権 取 得 の反 対 者 に対 して,ヒ ル ベ ル トの語 り継 が れ た次 の 言 葉 が

あ る。 「皆 さ ん,候 補 者 の 性 に よ って 彼 女 が 講 師 に な る こ とに 反 対 す る と い う考 え

方 に は納 得 が 行 きま せ ん 。 と にか く,評 議 会 は浴 場 で は な い の で す 」。 コ ン ス タ ン

ス ・リー ド 『ヒル ベ ル ト』(弥 永 健 一 訳),岩 波 書 店,1972,pp.269-70.

30彼 自身 か っ て フn一 レ ンス ・ナ イ チ ンゲ ー ル(1820-1910)の 教 師 で も あ った 。

実 際,ナ イ チ ンゲ ー ル 自身 も と りわ け数 学 を 学 ぶ こ とを 好 ん だ こ とが知 られ て い る。

cf.小 玉 香 津 子 「ナ イ チ ンゲ ー ル』,清 水 書 店,1999,p.40.ま た彼 は女 性 や 労 働 者

階級 へ の 熱心 な 教 育 促 進 運 動 の 実 践 者 で も あ っ た。

31色 彩 視 覚 に関 す る名 誉 博 士 号 が 提 示 され たが,彼 女 は 当 初 の 研 究 で あ る数 学 に関

して の博 士 号 の 授 与 を 主 張 した。

32た だ しク ー ラ ン トの場 合 は,長 所 も あれ ば欠 点 もあ る。 ナ サ ー に よれ ば,ク ー ラ

ン トは 「暴 君 的 で こ らえ性 が な く,金 持 ち や権 力 者 に 迎 合 し,自 分 の女 性 「助 手 」

に た び た び手 を 出 す よ うな人 物 」 で あ った と い う。 シル ヴ ィア ・ナ サ ー 『ビュー テ ィ

フル ・マ イ ン ド』(塩 川 優 訳),新 潮 社,2002年,p.312.

33ア メ リカ数 学 会(AmericanMathematicalSociety)は1889年 に設 立 され た が,

女 性 会 長 は,ジ ュ リア ・ロ ビ ンソ ン(1983-84)と モ ラ ヴ ィエ ッッ だ け で あ る。

34「 最 初 の黒 人(男 性)数 学 学 位 授 与 者 」 は エ ル バ ー ト ・コ ッ ク ス(1895-1969)

で,そ れ は1925年 コ ー ネ ル大 学 か らで あ る。

35「 カ トリ ック大 学 に お け る最 初 の女 性 数 学 学 位 授 与 者 」 は,メ ア リー ・ガ ー ヴ ェ

イ ズ(1887-1926)で あ り,1917年 に取 得 した。

36デ ィ ク ソ ンの 次 に学 生 を ひ き つ けた の は,ギ ル バ ー ト 。ブ リス(1876-1961)で

あ る。 彼 の も と に は46名 の 学 生 が 集 ま り,そ の う ち12名 が 女 性 で あ る。DD.

Fenster,「tRoleModelinginMathematics:TheCaseofLeonardEugene

Dickson(1874-1954),HistoriαMαthemαticα24(1997),pp.7-24.

37デ ィク ソ ンの指 導 に っ い て は次 を参 照。Fenster,oρ.cit.,p.14.

38VivienneMayes,"LeeLorchatFisk:ATribute",ArnericanMαthemαticαl

Monthly,83(1976),PP.708-11.

39Kcnschaft,op.cit.,p.596.
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40ラ イ ナ ー=キ ャナ ム 「ハ リエ ッ ト ・ブル ッ クス の 生 涯 』(笹 川 澄 子 ・荒 谷 美 智 訳),

丸 善,1998.

4!Grattan-Guinness,L,"AMathematicalUnion:WilliamHenryandGrace

ChisholmYoung「1,AnnαlsofScience29(1972),pp.107-86.

42科 学 史 研 究 上 で は グ レ イ ス に比 べ ウ ィ リア ムの 評 価 が 圧 倒 的 に高 い。 グ ラ タ ン=

ギ ネス は業 績 の ほ とん どを ウ ィ リア ムの もの とみ な し,グ レイ ス は能 力 はあ るが ウ ィ

リア ム の 仕 事 の チ ェ ッ ク役 を した だ け とす る。Grattann-Guiness,oρ.cit.,ま た

DSBで は グ レイ スの 項 目 は独 立 して は立 て られ て はお らず,ウ ィ リア ム の 項 目で わ

ず か に言 及 され て い る にす ぎ な い。1)SB,XIV,NewYork,1976,pp.572-73.

43結 婚 で は な い が,ハ ー シ ェ ルの 例 もあ る。 天 文 学 ・数 学 に秀 で た キ ャ ロ ライ ン ・

ハ ー シェ ル は兄 の ウ ィ リア ム ・ハ ー シ ェ ル の天 文 軌 道 計 算 を 影 で 手 助 け した が ,成

果 は ウ ィ リア ムの もの と され て しま った。

44こ の ポ ス トは,カ ル カ ッ タ 大 学 が フ ラ ンス の 重 鎮 ガ ス トン ・ダ ル ブ ー(1842-

1917)に 推 薦 を依 頼 した もの だ が,誰 も候 補 者 が お らず,ま わ り ま わ って ウ ィ リア

ム にた ど り着 い たい わ くっ き の ポ ス トで あ る。Grattann-Guiness ,op.cit..

45さ ら に他 の 二 人 は大 学 院 で 数 学 を 研 究 し,他 の 一 人 は化 学 者 に,ま た一 人 は 医 者

にな って グ レイ ス の意 志 を継 い だ 。 ま た孫 の一 人 も数 学 教 授 と な っ た。 これ が ネ ブ

ラ スカ 大 学 数学 教 授 シル ヴ ィ ア ・ヤ ング ・ヴ ァイ ガ ー ン ト(1945-)で あ る。

46H.M.Pycior,"ReapingtheBenefitsofCollaborationWhileAvoidingits

Pitfalls:MarieCurie'sRisetoScientificProminence",SocialStudiesof

Science,23(1993),pp.301-23.

47実 際 彼 女 は奨 学 金 を得 る際 に,授 与 期 間 中 は結 婚 しな いよ う条件 が っ け られ た。

2度 目の 渡 独 で は ヒル ベ ル トの機 嫌 を 害 して しま い,そ こで 学 位 を 取 る こ と な く,

す ぐ帰 国 す る。

48D.J.ア ルバ ー ス他(編),「 数 学 人 物 像』 近 代科 学 社,1985,pp,305-20.

49GreenandLaDuke,op.cit.,p.387.

50エ ド ・レ ジ ス 「ア イ ン シュ タ イ ンの 部 屋 』(上)(大 貫 昌 子 訳),工 作 舎,1990,

P.19.

51R.C.Archibald,「ITheNewYorkMathematicsTablesProject",Science,

September25,1942,pp.294-96.
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52ロ ウズ は ユ ダヤ 人 と して ま た ヘ ブ ライ暦 計 算 の 大 家 で もあ り,新 年 や 「過 ぎ越 し

の祝 い の 日」 の計 算 に貢 献 した。

531936年 の オ ス ロで の 国 際 数 学 者 会 議 で は,ア メ リカ数 学 会 か ら参 加 した87名 の う

ち,女 性 は17名 。1938年 の ア メ リカ数 学 会 設 立50周 年 記 念 大 会 で は,419名 の 参 加

者 の うち女 性 は47名 を数 え た。GreenandLaDuke,oρ.cit.,p.389.

54Kcnschaft,op.cit.,p.595.

55戦 中 の ア メ リカ数 学 の特 質 に っ い て は次 を 参 照 。 三 浦 伸 夫 「数 学 こ そが ア メ リカ

を勝 利 に導 い た」,「 比較 文 明 』18,2002,pp.122-34.

56た だ し男 性 研 究 者 の 不 足 と い う事 実 が あ っ たか ら こそ,女 性 に も科 学 研 究 を求 め
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